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Ⅴ アウトカム項目

このホームは、相模鉄道いずみ野線いずみ野駅から神奈川中央バスで上飯田車庫行
か瀬谷駅行に乗り約５分でひなた山第一バス停下車徒歩１０分程の和泉遊水地の近
くにあり、緑が豊かなロケーションに優れた場所にあります。
本社はさいたま市にある居宅介護支援事業を手広く経営している営利法人が運営
し、神奈川事業部に属しています。
＜事業所の優れている点＞
１．地域社会と上手く共存しています。
自治会の活動や運営推進会議、防災訓練などに地域住民からの協力が得られていま
す。近隣の幼稚園児や小中学生との交流が盛んに行われています。
２．利用者や職員の表情が明るく楽しいホームです。
大家族の家庭のような明るくて楽しくにぎやかなホームです。
３．職員のチームワークが良好で職員の定着率にも優れています。
＜事業所が工夫している点＞
１．地域社会に役立っています。
遊水地でスポーツを楽しんでいる人バードウォッチングをしている人、散策や釣り
をしている人達にホームのトイレを開放し利用して頂いています。
２．利用者のプライバシ－保護が徹底しています。
管理者が利用者に対する禁句例集を作り、言葉のかけ方、接遇に工夫しています。

グループホームみんなの家横浜宮沢２は、平成１９年４月１日に開設して、ご家族
様、地域の皆様に支えられて５年に入りました。これからも、『家庭のような温もり
と、入居者様、ご家族様、スタッフとが一つの輪になり、心のつながりを大切に致し
ます。』の理念のもとに「その人らしさを大切に、地域との共生」をモットーにご利
用者様が安心、安全に日々穏やかな生活が送れるよう支援して行きたいと思います。
ホーム見学はいつでも可能となっておりますので、お気軽にお立ちより頂きますよう
スタッフ一同お待ちしております。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームみんなの家横浜宮沢２

1F

 事業所名

 ユニット名

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

運営推進会議は年４回開催しており、会議の
席にてホームのサービスの状況を報告して助
言を頂いております。助言内容をホームに持
ち帰り、スタッフ会議にて検討して実施出来
るものは実施しております。

運営推進会議を３ヶ月に１回の割合で開催し
ています。会議ではホームの状況を報告した
り施設の案内をしています。参加者からは提
言や助言を受けています。
前回の会議で遊水地の水が溢れた時の方策を
問われ、近くのやや高台にある同じ法人の
ホームへ避難することとしました。

運営推進会議の参加者は、
回数を減らしたい意向のよ
うですが、更なるサービス
の質の向上を目指すことへ
の理解を得ながら２ヶ月に
１回開催することに期待が
されます。

市区町村などで実施する各種研修に参加して
おります。横浜市グループホーム連絡協議会
にも加入して情報提供頂いております。ま
た、生活保護ケースについては、担当ワー
カーと連絡、報告を密にしております。

地域包括支援センター、ケースワーカーなど
とは、その都度お互いに連絡を取り合ってい
ます。区のグループホーム協議会では、職員
研修や情報の交換をしています。
利用者の状況によっては、区の担当者と相談
してその方に対する対処の方法を決めたこと
もあります。

町内会への加入、地域行事への参加、ホーム
前の宮沢遊水地公園利用者へのトイレの開放
して、沢山の方々に利用して頂いておりま
す。また、毎月第二日曜日に実施している、
宮沢遊水地公園の清掃にも参加しておりま
す。

町内会に加入し、お祭り、清掃などの地域行
事に積極的に参加しています。運動会やクリ
スマスなどの各種行事を通じて近隣の幼稚
園、保育園、小中学生との交流も盛んです。
直ぐ前の公園を利用される方にはホームのト
イレを開放して住民に喜ばれています。

運営推進会議等にて、ホームが地域に何が出
来るのか、それを実践していくにはどういう
方法があるのか等提案しております。希望者
には例えば、認知症について、感染症予防、
高齢者特有の疾病、介護技術などの情報提供
の申し出を行っております。

　

ホーム理念は、職員全員で話し合い決定した
ものであり、管理者は常に理念を念頭にお
き、日々のサービスを提供する上で必要な基
本的考え方を採用時、各種会議等にて職員に
周知徹底を図っております。

会社の理念のとは別にホームの理念を職員が
話し合って「家庭のような温もりと、入居
者、家族、スタッフとが一つの輪になり心の
つながりを大切にいたします」決めていま
す。この理念を事務室に掲げて入社時研修や
スッタフ会議などで周知を図りそれの実践に
努めています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

日ごろより、ご利用者様、ご家族様と連携を
とって対応しております。瀬谷区主催の権利
擁護、成年後見制度の研修に参加して、その
内容を各種会議にて伝達してフイードバック
しております。

契約時に契約書の内容を、読み合わせしなが
らお互いに確認している。その都度、疑問、
質問受けてご理解を頂いております。

職員は、ご利用者様、ご家族様とコミニュ
ケーションを図り、そこで得たご意見を尊重
して処遇に努めております。また、玄関先に
苦情相談窓口先を掲示しています。ご意見箱
も設置しております。

退去された方の家族などからのアンケートを
参考にサービスの向上を図っています。重要
事項説明書に苦情相談窓口および機関名を明
記し、玄関にも掲示してあります。ご意見箱
を設置し、中身は本社でチェックする体制を
とっています。年次計画を玄関に掲示し、関
係者にお知らせしています。

市区町村からの指導文書、社内研修また、瀬
谷区主催の高齢者虐待防止研修にも参加して
その内容を各種会議にて職員に周知して虐待
のない介護に努めております。

当社が実施している安全対策委員会の身体拘
束廃止チームに委員をさせてており、ホーム
でも身体拘束廃止委員会を設置して、月１回
開催して身体拘束のない介護について話し
合っております。

身体拘束廃止委員会を各フロアーごとに設
け、毎月の会議で全職員に対する周知徹底を
図っています。ホーム長作成の「職員の利用
者様にたいする禁句例集」を事務室に掲示す
るとともに職員全員にこれを渡して言葉によ
る拘束の排除に努めています。日中玄関ドア
は施錠せず、出入り自由です。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

ご利用に繋がらなくても、ご利用者様、ご家
族様などの相談を受け入れてホーム見学をし
て頂いてホームが出来る範囲内での助言をし
ている。また、入居前にご自宅にお伺いして
ご本人、ご家族様の希望、要望を聞いており
ます。

瀬谷区、旭区グループホーム連絡会に加入し
て情報提供して頂いております。当ホーム周
辺には４ケ所のグループホームがあり交流し
ている。また、神奈川県内に３０ケ所のみん
なの家のホームがあり、月に一度集まって情
報交換しております。

会社内のスキルアップ研修、ホーム長フロ
アー長、ケアマネなどの職階別研修、マナー
研修などを実施している。無資格者へは当社
のヘルパー２級取得研修を実施して取得して
頂いている。新入職員には、管理者が介護従
事者としての心構えを個別指導している。

運営者はご意見箱を設置してホーム運営に反
映させている。管理者は職員との個別面談や
スタッフ会議などで意見を聞いております。

管理者は、スタッフ会議には必ず出席するよ
うにし、また、年に２回の個人面談などから
運営に関する職員の意見や提案を聴いていま
す。なお、毎期会社の方針を説明し、運営マ
ニュアルは事務室に備え付けて職員は何時で
もこれを見ることができるように配慮してい
ます。

個々の勤務状態、業務に対する姿勢など自己
啓発として年２回人事考課を自己評価、上司
評価を実施して昇格、昇給に反映させてい
る。職員の意見や提案を直接上医者に届く意
見箱を設置している。また、運営者のメール
アドレスも書院に公開している。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

ご利用者様が馴染みの方々と従来どおりの関
係が維持出切る手紙、電話など連絡がとれる
よう支援しております。

利用者が、家族や馴染みの方との連絡が取れ
るように手紙、電話などは特に制約しないで
支援をしています。
一部の利用者の方には知人が訪てくることも
あります。

常日ごろより、職員指導していることは、介
護しているのではなく、ご利用者様と一緒に
生活をし、生活を共に楽しんでいくという考
えを指導しております。ご利用者様は長い人
生経験から調理、季節行事などをご利用者様
から学びながら生活を共有しております。

ご利用者様、ご家族様からの希望、要望など
に耳を傾けご利用者様を支えております。面
会時、電話、宮沢２たよりなどにてご利用者
様の近況報告をしている。

ご利用者様、ご家族様からの相談、要望など
をきちんと傾聴しております。

入居前にご自宅へお伺いして希望、要望を聞
いて、状況を客観的に把握してご利用者様、
ご家族様にとって最善の生活が送れるように
努めております。
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実施状況 実施状況
次のステップに向けて
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自
己
評
価

外
部
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価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

入居直後については、声かけを密にしてご利
用者様の日常の行動パターンの把握に努めて
おります。状態に変化があった時には、記録
や申し送りをしてスタッフ間の認識を統一し
て処遇にあたっております。

ご利用者様、ご家族様との面談により要望な
どを聞いたり、日頃の言動や訴えなどをケア
カンファレンスしてケアに活かしておりま
す。

職員は、生活記録や基本情報を基に利用者一
人一人の個別の意向や思いの把握に努めてお
ります。
散歩や入浴時などの話を毎月のカンファレン
スやケアプランの作成および実施支援の参考
にしています。

入居前にご自宅へお伺いして、ご本人の生活
歴、趣味活動、日常の生活パターンなどを聞
き、入居後の生活支援に反映させている。私
物についても、馴染みの品をなるべく持参し
て頂くようお願いしております。

ご利用者様、ご家族様の意向に沿って支援し
ております。居宅介護支援事業所、ケアマネ
への情報提供、各種介護サービスの情報提供
などをしております。

ご利用者様９人が一つの家族という認識のも
と、声かけを密にして孤独感、不安感を抱か
ないよう支援しております
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外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

運営推進会議にて地域の代表、民生委員、地
域包括支援センター職員へホームの活動内容
を説明してご理解を頂いております。また、
警察署、消防署へホーム概要、人員、介護度
別、車椅子使用者数などの情報提供してい
る。

協力医療機関以外に、ご利用者様、ご家族様
の希望によっては他の医療機関への受診して
いる方もおります。

利用者の中には、ホーム提携協力医療機関以
外の前からかかりつけの整形外科や眼科、歯
科医などに診て貰う方もおります。この場合
の通院送り迎えは家族対応が原則ですが、場
合によってはホームで代行することもありま
す。また、訪問マッサージを希望し、受けら
れる方もおります。

日々の生活記録、連絡ノート、申し送り、ケ
アカンファレンスにてスタッフと意見交換し
て情報の共有に努め、ケアプランの実践、見
直しを図っております。

医師による訪問診療、訪問歯科、薬剤師によ
る薬剤指導、医療連携体制加算による訪問看
護、訪問マッサージなど各種サービスにてご
利用者様の健康管理に努めております。

申し送りや連絡ノートを活用して、必要に応
じてご家族様と連絡を取り合い、要望を聞
き、ケアカンファレンス会議にて検討してケ
アプランに反映させております。

利用者申し送りやスタッフ連絡ノート、診断
記録、生活記録などを参考にしてサービス計
画を作成し、モニタリングを行い、３ヶ月ご
とにケアカンファレンス会議を開き６ヶ月ご
とに計画を見直すことにしていますが、利用
者の状況によっては、臨機応変に対応し変更
しています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

年２回、消火、避難、通報訓練を実施してい
る。また、地域主催の防災訓練にも参加して
いる。地域の避難場所を確認したり、緊急時
の職員の連絡網作成している。運営推進会議
にて災害時の協力をお願いしている。

防災避難訓練を年に２回消防署員の立ち合い
で実施することにしていますが、３月の訓練
では、夜間想定で近隣の住民の協力を得て行
いましたが、消防署員が東日本大震災の応援
に派遣されたため今回は立ち会いには来れま
せんでした。地域主催の防災訓練には管理者
が参加し情報収集や確認をしています。

年間の予定に従い先方消防
署員の都合もありますが、
消火訓練、防災避難訓練を
消防署員立ち合い指導の上
で、実施されることが期待
されます。

重度化した時の指針を入居時に配布説明して
いる。ホームでの医療行為についても実施可
能、不可能の説明をして、ご理解を頂いてお
ります。

重要事項説明書に「重度化した場合の対応に
係る指針」を添付し入居時に、ホーム長から
利用者本人および家族などに説明しています
が、現在は比較的自立度が高いためか、職員
間では看取りの方針を共有する迄には至って
おりません。

緊急時の対応方法を掲示している。救急対応
マニュアルを作成している。個々の職員は消
防署主催の救急、救命講習に参加している。

月２回の訪問診療にて医師、看護師、月２回
の訪問歯科による医師、月４回の歯科衛生士
により健康管理をしている。医療連携体制加
算による訪問看護師の定期訪問による疾病の
早期発見など健康管理に留意しております。

病院の医師、ソーシャルワーカーと連絡を密
にして現況や退院後の健康管理の連絡、相談
をしております。

福祉サービス第三者評価機関 しょうなん　　株式会社フィールズ



自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

ご利用者様と一緒に会話をしながら食事を
し、楽しく食事が出来るよう配慮している。
無理のない程度に食後の食器片付け、洗い、
拭きをお手伝いして頂いております。イベン
トメニューや嗜好を聞きながら外食を実施し
ている。

食材は、本社から専門業者に発注し各ホーム
に宅配されホームで調理しています。メ
ニューは業者の栄養士がカロリー計算をし作
成しています。利用者には、食後の後片付け
などを当番制でお願いしています。誕生会や
行事では希望を聴いて外食に行ったり、屋外
で食事会を開くこともあります。

調理の際、塩分をできるだ
け減らし、別の素材の活用
による工夫と検討をすすめ
ていくことも期待されま
す。

個人個人のペース、動きを尊重した生活の確
保に努めております。家庭の延長を基本にし
て、ホームのスケジュールに無理に合わせな
くても良いよう配慮している。

訪問理美容、訪問シニアセラピーの受け入れ
をしている。ご本人、ご家族様が希望すれば
他の理美容も利用可能としている。愛着のあ
るアクセサリーを持参されている方もおりま
す。

プライバシーやその人の人格、人権の尊重を
十分図るよう各種会議にて指導している。言
葉づかいについても禁句例集を作成して、周
知徹底を図っております。

個人情報保護方針を玄関に掲示し、利用者や
その家族などや職員に知らせています。職員
には、利用者一人一人の人格や誇りを損ねな
いように「禁句例集」を渡し言葉かけや接遇
の仕方に注意を払わせています。
また、事務室にコンプライアンスの徹底を掲
示し法令の順守に努めています。

出来るだけ、ご本人に合った声かけや、話し
方をして相手の気持ちを自然引き出すよう心
がけている。また、ご本人の表情や言動に留
意して自己決定を尊重したケアに努めてい
る。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

トイレでの排泄を基本において、援助方法を
ケアカンファレンスなどで検討している。水
分を多めに摂取したり、運動（体操、レク、
散歩）したりしている。また、慢性的な方に
は医師に相談して対応している。

気持ちよく入浴出来るよう声かけのタイミン
グや雰囲気づくりをしている。入浴時間にも
なるべくご本人の要望に沿うようにしていま
す。

１週間に２回は入浴し、時間は特に決めず、
利用者の意向を尊重しています。入浴剤は使
用していませんが、行事の菖蒲湯とゆず湯は
行っています。機械浴は職員が２名で、個浴
は職員１名で対応します。特に同姓介助はし
ていません。冬季は、エアコンとヒーターを
脱衣室で使用し温度差に注意しています。

食後の歯磨き、入れ歯洗浄、清掃、うがいな
どを実施している。訪問歯科にて歯のトラブ
ル、口腔ケアに対応しております。

個々の排泄パターンを把握して、声かけ誘導
して極力トイレでの自力排泄に努めている。

排泄チェック表により個々の利用者の排泄パ
ターンを把握したり、毎食後、何気なくトイ
レに行くよう運営マニュアルに沿って誘導し
ています。リハビリパンツを含む５割の方が
トイレを自立しています。引き戸式の車イス
対応トイレもあります。ポータブルトイレ使
用の利用者も若干名います。

メニューについては、栄養士が栄養のバラン
スを考慮して作成しております。食事の量に
ついては、三食とも記録して摂取量の変化に
留意しております。水分については、摂取量
が少ない時には声かけして摂取して頂いてお
ります。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

金銭管理はご家族様了解のもとで、事務所管
理としております。数名の方は自己管理され
ております。

入居前にご自宅を訪問して、ご本人、ご家族
様から生活歴、趣味活動、生活パターンを聞
いてホームでもそれが継続して出来るよう支
援している。

体調、天候に応じてですが、当ホーム前の宮
沢遊水地公園周辺を散歩しております。ま
た、近隣のお店に職員と一緒にお買い物にも
出かけております。

天気の良い日は毎日遊水地周辺を職員が同行
し散歩しています。車イスの利用者には玄関
の外で外気浴を約２０分しています。近隣
スーパーへの買物に職員が同行することもあ
ります。利用者の希望で管理者と職員が墓参
りに同行したり、家族と美容院に行くことも
あります。

冷暖房の温度や冬場の乾燥した時には湿度調
整し、その日の状況に応じてゆっくり休める
よう支援している。日中のお昼寝の長さなど
を考慮して一日を通してバランスのとれた睡
眠の確保に努めている。

服薬している薬の内容は個々にファイルし、
間違いのないよう薬袋に氏名、日付を記入し
ている。薬の種類や用量が変わった時には申
し送りをして職員が共通認識を持って対応し
ております。また、薬の内容については定期
的にご家族様へ報告しております。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

入居時にご本人が使い慣れたもの、愛着のあ
る品などを持ち込んで頂き、入居前の自室の
雰囲気づくりをご家族様へお願いしている。

事業所が用意したベッド及び寝具、カーテ
ン、エアコン、整理ダンス以外の家具も利用
者の意向を重視し持ち込めます。その人らし
い部屋になるよう家族と一緒に家具を配置し
ています。仏壇がある利用者や、歌手のポス
ターや家族の写真、草花を飾って楽しむ利用
者もいます。

自立支援に努め、迷っているときには、さり
げなく声かけしている。浴室、トイレにはお
部屋名を付けたり、居室などには名札を付け
ております。

各種行事の写真や季節の掲示物などを飾り、
生活感や季節感を演出しています。日差しな
どには、レースや遮光カーテンにて調整して
おります。

夏季は２８℃、冬季は２５℃にエアコンを設
定しています。居間や廊下は大きな窓があ
り、採光は十分で、職員の季節ごとの貼り絵
や、利用者の折り紙の作品や行事の写真を
飾っています。居間中央の大きなテーブル
や、遊水地が見える窓に向かいソファを置
き、利用者が寛いでいました。

外の景色が見えるところに、ソファーを置い
てのんびり、ゆったり過ごせるような環境づ
くりに努めている。

申し出があれば、電話をかけたり、お手紙を
書いて頂く支援をしております。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

○ 2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこ
と、求めていることをよく聴いており、信頼
関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね
満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、
事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

グループホームみんなの家横浜宮沢２

2F

 事業所名

 ユニット名
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ
う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流して
いる

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かして
いる

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行い、
そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでいる

ホーム理念は、職員全員で話し合い決定した
ものであり、管理者は常に理念を念頭にお
き、日々のサービスを提供する上で必要な基
本的考え方を採用時、各種会議等にて職員に
周知徹底を図っております。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

町内会への加入、地域行事への参加、ホーム
前の宮沢遊水地公園利用者へのトイレの開放
して、沢山の方々に利用して頂いておりま
す。また、毎月第二日曜日に実施している、
宮沢遊水地公園の清掃にも参加しておりま
す。

　

運営推進会議等にて、ホームが地域に何が出
来るのか、それを実践していくにはどういう
方法があるのか等提案しております。希望者
には例えば、認知症について、感染症予防、
高齢者特有の疾病、介護技術などの情報提供
の申し出を行っております。

　

運営推進会議は年４回開催しており、会議の
席にてホームのサービスの状況を報告して助
言を頂いております。助言内容をホームに持
ち帰り、スタッフ会議にて検討して実施出来
るものは実施しております。

市区町村などで実施する各種研修に参加して
おります。横浜市グループホーム連絡協議会
にも加入して情報提供頂いております。ま
た、生活保護ケースについては、担当ワー
カーと連絡、報告を密にしております。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指
定基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理
解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機
会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ご
されることがないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見
制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者
と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得
を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させて
いる

市区町村からの指導文書、社内研修また、瀬
谷区主催の高齢者虐待防止研修にも参加して
その内容を各種会議にて職員に周知して虐待
のない介護に努めております。

当社が実施している安全対策委員会の身体拘
束廃止チームに委員をさせてており、ホーム
でも身体拘束廃止委員会を設置して、月１回
開催して身体拘束のない介護について話し
合っております。

職員は、ご利用者様、ご家族様とコミニュ
ケーションを図り、そこで得たご意見を尊重
して処遇に努めております。また、玄関先に
苦情相談窓口先を掲示しています。ご意見箱
も設置しております。

日ごろより、ご利用者様、ご家族様と連携を
とって対応しております。瀬谷区主催の権利
擁護、成年後見制度の研修に参加して、その
内容を各種会議にて伝達してフイードバック
しております。

契約時に契約書の内容を、読み合わせしなが
らお互いに確認している。その都度、疑問、
質問受けてご理解を頂いております。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を
聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況
を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に
努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力
量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつ
くり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活
動を通じて、サービスの質を向上させていく取組みを
している

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

会社内のスキルアップ研修、ホーム長フロ
アー長、ケアマネなどの職階別研修、マナー
研修などを実施している。無資格者へは当社
のヘルパー２級取得研修を実施して取得して
頂いている。新入職員には、管理者が介護従
事者としての心構えを個別指導している。

運営者はご意見箱をせっしてホーム運営に反
映させている。管理者は職員との個別面談や
スタッフ会議などで意見を聞いております。

個々り勤務状態、業務に対する姿勢など自己
啓発として年２回人事考課を自己評価、上司
評価を実施して昇格、昇給に反映させてい
る。職員の意見や提案を直接上医者に届く意
見箱を設置している。また、運営者のメール
アドレスも書院に公開している。

ご利用に繋がらなくても、ご利用者様、ご家
族様などの相談を受け入れてホーム見学をし
て頂いてホームが出来る範囲内での助言をし
ている。また、入居前にご自宅にお伺いして
ご本人、ご家族様の希望、要望を聞いており
ます。

瀬谷区、旭区グループホーム連絡会に加入し
て情報提供して頂いております。当ホーム周
辺には４ケ所のグループホームがあり交流し
ている。また、神奈川県内に３０ケ所のみん
なの家のホームがあり、月に一度集まって情
報交換しております。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関
係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮ら
しを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人
と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく
関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との
関係が途切れないよう、支援に努めている

ご利用者様、ご家族様からの相談、要望など
をきちんと傾聴しております。

入居前にご自宅へお伺いして希望、要望を聞
いて、状況を客観的に把握してご利用者様、
ご家族様にとって最善の生活が送れるように
努めております。

常日ごろより、職員指導していることは、介
護しているのではなく、ご利用者様と一緒に
生活をし、生活を共に楽しんでいくという考
えを指導しております。ご利用者様は長い人
生経験から調理、季節行事などをご利用者様
から学びながら生活を共有しております。

ご利用者様、ご家族様からの希望、要望など
に耳を傾けご利用者様を支えております。面
会時、電話、宮沢２たよりなどにてご利用者
様の近況報告をしている。

ご利用者様が馴染みの方々と従来どおりの関
係が維持出切る手紙、電話など連絡がとれる
よう支援しております。
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実施状況 実施状況
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自
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外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに
利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努
めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係
性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過
をフォローし、相談や支援に努めている

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努
めている。困難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

ご利用者様、ご家族様の意向に沿って支援し
ております。居宅介護支援事業所、ケアマネ
への情報提供、各種介護サービスの情報提供
などをしております。

ご利用者様９人が一つの家族という認識のも
と、声かけを密にして孤独感、不安感を抱か
ないよう支援しております

ご利用者様、ご家族様との面談により要望な
どを聞いたり、日頃の言動や訴えなどをケア
カンファレンスしてケアに活かしておりま
す。

入居前にご自宅へお伺いして、ご本人の生活
歴、趣味活動、日常の生活パターンなどを聞
き、入居後の生活支援に反映させている。私
物についても、馴染みの品をなるべく持参し
て頂くようお願いしております。

入居直後については、声かけを密にしてご利
用者様の日常の行動パターンの把握に努めて
おります。状態に変化があった時には、記録
や申し送りをしてスタッフ間の認識を統一し
て処遇にあたっております。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
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価

外
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評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別
記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介
護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応
して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを
楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得
られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適
切な医療を受けられるように支援している

申し送りや連絡ノートを活用して、必要に応
じてご家族様と連絡を取り合い、要望を聞
き、ケアカンファレンス会議にて検討してケ
アプランに反映させております。

日々の生活記録、連絡ノート、申し送り、ケ
アカンファレンスにてスタッフと意見交換し
て情報の共有に努め、ケアプランの実践、見
直しを図っております。

医師による訪問診療、訪問歯科、薬剤師によ
る薬剤指導、医療連携体制加算による訪問看
護、訪問マッサージなど各種サービスにてご
利用者様の健康管理に努めております。

運営推進会議にて地域の代表、民生委員、地
域包括支援センター職員へホームの活動内容
を説明してご理解を頂いております。また、
警察署、消防署へホーム概要、人員、介護度
別、車椅子使用者数などの情報提供してい
る。

協力医療機関以外に、ご利用者様、ご家族様
の希望によっては他の医療機関への受診して
いる方もおります。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
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価
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外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づ
きを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談
し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者
との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階
から本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできる
ことを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応
急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身
に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者
が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地
域との協力体制を築いている

月２回の訪問診療にて医師、看護師、月２回
の訪問歯科による医師、月４回の歯科衛生士
により健康管理をしている。医療連携体制加
算による訪問看護師の定期訪問による疾病の
早期発見など健康管理に留意しております。

病院の医師、ソーシャルワーカーと連絡を密
にして現況や退院後の健康管理の連絡、相談
をしております。

年２回、消火、非難、通報訓練を実施してい
る。また、地域主催の防災訓練にも参加して
いる。地域の避難場所を確認したり、緊急時
の職員の連絡網作成している。運営推進会議
にて災害時の協力をお願いしている。

重度化した時の指針を入居時に配布説明して
いる。ホームでの医療行為についても実施可
能、不可能の説明をして、ご理解を頂いてお
ります。

緊急時の対応方法を掲示している。救急対応
マニュアルを作成している。個々の職員は消
防署主催の救急、救命講習に参加している。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決
定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごし
たいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

プライバシーやその人の人格、人権の尊重を
十分図るよう各種会議にて指導している。言
葉づかいについても禁句例集を作成して、周
知徹底を図っております。

出来るだけ、ご本人に合った声かけや、話し
方をして相手の気持ちを自然引き出すよう心
がけている。また、ご本人の表情や言動に留
意して自己決定を尊重したケアに努めてい
る。

個人個人のペース、動きを尊重した生活の確
保に努めております。家庭の延長を基本にし
て、ホームのスケジュールに無理に合わせな
くても良いよう配慮している。

訪問理美容、訪問シニアセラピーの受け入れ
をしている。ご本人、ご家族様が希望すれば
他の理美容も利用可能としている。愛着のあ
るアクセサリーを持参されている方もおりま
す。

ご利用者様と一緒に会話をしながら食事を
し、楽しく食事が出来るよう配慮している。
無理のない程度に食後の食器片付け、洗い、
拭きをお手伝いして頂いております。イベン
トメニューや嗜好を聞きながら外食を実施し
ている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保
できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立に向けた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運
動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでい
る

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々に応じた入浴の支援をしている

メニューについては、栄養士が栄養のバラン
スを考慮して作成しております。食事の量に
ついては、三食とも記録して摂取量の変化に
留意しております。水分については、摂取量
が少ない時には声かけして摂取して頂いてお
ります。

食後の歯磨き、入れ歯洗浄、清掃、うがいな
どを実施している。訪問歯科にて歯のトラブ
ル、口腔ケアに対応しております。

個々の排泄パターンを把握して、声かけ誘導
して極力トイレでの自力排泄に努めている。

トイレでの排泄を基本において、援助方法を
ケアカンファレンスなどで検討している。水
分を多めに摂取したり、運動（体操、レク、
散歩）したりしている。また、慢性的な方に
は医師に相談して対応している。

気持ちよく入浴出来るよう声かけのタイミン
グや雰囲気づくりをしている。入浴時間にも
なるべくご本人の要望に沿うようにしていま
す。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休
息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や
用量について理解しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよ
うな場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

冷暖房の温度や冬場の乾燥した時には湿度調
整し、その日の状況に応じてゆっくり休める
よう支援している。日中のお昼寝の長さなど
を考慮して一日を通してバランスのとれた睡
眠の確保に努めている。

服薬している薬の内容は個々にファイルし、
間違いのないよう薬袋に氏名、日付を記入し
ている。薬の種類や用量が変わった時には申
し送りをして職員が共通認識を持って対応し
ております。また、薬の内容については定期
的にご家族様へ報告しております。

入居前にご自宅を訪問して、ご本人、ご家族
様から生活歴、趣味活動、生活パターンを聞
いてホームでもそれが継続して出来るよう支
援している。

体調、天候に応じてですが、当ホーム前の宮
沢遊水地公園周辺を散歩しております。ま
た、近隣のお店に職員と一緒にお買い物にも
出かけております。

金銭管理はご家族様了解のもとで、事務所管
理としております。数名の方は自己管理され
ております。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のや
り取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、
トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよ
うな刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく
過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が
送れるように工夫している

申し出があれば、電話をかけたり、お手紙を
書いて頂く支援をしております。

各種行事の写真や季節の掲示物などを飾り、
生活感や季節感を演出しています。日差しな
どには、レースや遮光カーテンにて調整して
おります。

外の景色が見えるところに、ソファーを置い
てのんびり、ゆったり過ごせるような環境づ
くりに努めている。

入居時にご本人が使い慣れたもの、愛着のあ
る品などを持ち込んで頂き、入居前の自室の
雰囲気づくりをご家族様へお願いしている。

自立支援に努め、迷っているときには、さり
げなく声かけしている。浴室、トイレにはお
部屋名を付けたり、居室などには名札を付け
ております。
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　（別紙４（２）） 事業所名　グループホームみんなの家・横浜宮沢２

目標達成計画 作成日：　平成２３年　１１月　１６日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4

運営推進会議の参加者は、回数を減らしたい
意向のようですが、更なるサービスの質の向上
を目指すことへの理解を得ながら２ヶ月に１回
開催することに期待がされます。

運営推進会議を月２回以上開催に出来るだけ
近づけて行きます。

運営推進会議参加者、特に地域の方々に主旨を
ご説明して、開催に向けてご理解を頂けるよう努め
ます。 ６ヶ月

2 35

年間の予定に従い先方消防署員の都合もあり
ますが、消火訓練、防災避難訓練を消防署立ち
会いの指導の上で、実施されることが期待され
ます。

東北大震災のため消防署員の参加ができま
せんでしたので、次回は参加して頂けるよう努
めます。

事前に、消防署と打ち合わせを実施して防災訓練
が効果的に実施出来るよう努めます。

６ヶ月

3 40

調理の際、塩分を出来るだけ減らし、別の素材
の活用による工夫と検討を進めていくことも期
待されます。

塩分の摂取量の減少に努めます。 栄養士とも相談して、他の調味料の工夫により塩
分摂取量を減らしていきます。

３ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体
的な計画を記入します。


